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の作用は IgEB細胞を標的とする IgE 特異的抑制因子により媒介されている事を明らかにした。
正常人においてもこのような IgE 特異的抑制 T細胞が作動して血中IgE レベルは他クラスの Ig の 1/




1) in vitro における IgE 及び他クラスの Ig 産生細胞の誘導と測定
2) IgE 特異的抑制 T細胞の誘導
3) IgE 特異的抑制因子の性状の解析
(方法ならびに成績)
1) in vitro における IgEおよび他クラスの Ig 産生細胞の誘導と測定
〈方法〉正常人末梢リンパ球を 1 x 10Ymil の濃度で 10 %FCS を含むRPMI 1640 培養液に浮遊し， P 
WMと CowanI の存在下に 6 日間培養した。培養終了後IgE ， IgM及び IgG 産生細胞を各々ウサギ抗ヒ
ト IgE ， IgM及び IgG 抗体を用いリパース・プラーク法 lとより測定した。
〈結果〉正常人末梢リンパ球 3 X 10 6 を PWM及び Cowan 1 の存在下に 6 日間培養し， リバース・プラ
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ーク法により誘導されてくる各クラス Ig 産生細胞を測定すると， 10000........20000 の IgM及び IgG 産生
細胞と共に 50........ 100 の IgE 産生細胞が誘導され得ることが明らかとなった。 PWM或いは Cowan 1 単
独では極めて少数の IgE 産生細胞しか誘導し得ず，両者による刺激は相乗的であった。又この両者によ
る IgE 産生細胞の誘導は B細胞分画単独では認められず， T 細胞の存在が必須であった。
2) IgE 特異的抑制 T細胞の誘導
〈方法〉マウスの実験系での知見をもとに， ヒトの系では，抑制 T細胞の誘導のために結核患者末梢あ
るいは胸水 T細胞に 4000 R レ線照射した非 T細胞分画を加え， 3 つのグループとした。グループ 1 はコ
ントロールとし， グループ 2 ， 3 には 10μg/mßPPDを添加し，さらにグループ 3 IC::は 3 日自に 2.5μg
/mßIgEを加え培養開始後 5 日自に各グループの細胞及び上清を回収し，それらの活性を検討した。
(結果〉未刺激の T細胞あるいは PPD 刺激を行った T 細胞を入れた実験群に比し PPD+IgE 刺激を
行った T 細胞の添加により， IgG や IgM クラスに比し， IgE 産生細胞の誘導に有意な低下が見られたD
3) IgE 特異的抑制因子の解明
〈方法〉上記のように刺激した T 細胞と共に回収された上清を用い， Ig 産生細胞の誘導への影響をみた。
各上清は更に IgE ， IgM及び IgG カラムによるフラクショネイションを行ない同様の検討を試みた。
〈結果〉培養上清の添加は，刺激された T 細胞を添加したと同傾向の効果を Ig 産生細胞の誘導に及ぼし，
抑制機構が液性因子を介していることを示した。さらに，この因子は各Ig カラムによるフラクショネイ
ションの結果， IgE IL特異的に結合し， IgM, IgG の産生に影響せず， IgE 特異的な抑制を生じる事が明
らかとなった。
(総括)
1) ヒトにおける IgE 産生細胞の誘導及び測定系を確立した。
2) 結核菌感作T リンパ球を PPD と IgE で刺激することにより， IgE クラス特異的抑制 T細胞の誘導
あるいは活性化がおこった口




に in vitro で結核菌感作T リンパ球を PPD と IgE で刺激することにより， IgE クラス特異的抑制 T細胞
が誘導あるいは活性化され，この作用は IgE 結合性をもっ IgE 特異的結合因子により媒介されているこ
とが示された。以上の成績はヒト IgE 産生系について新しい知見を加えたものである。
~- 122-
